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V結 語
I はじめに
台湾漢人村落社会経済構造の研究として，台南・台中･彰化・南投・宜藺の
各県において農村実態調査を実施してきた。今回は調査地を台湾西北部の桃園
県新屋郷・観音郷の2郷に選び， これまでと同様に，大陸から台湾への漢人移
民がこの地を開拓し， その過程で同郷(地縁)組織と同族組織を如何にして形成
し， そしてそれらの組織が現在どのような形態で存在しているのかを調査し
た')。
企
I_ 1）調査は1983年1月に予備調査，1983年8月に本調査を行なった。予備調査では地元の
萢姜群仁氏に車で両郷内を案内して戴き，早稲田大学の金丸裕一君には聞き取りの筆
記をして戴いた。本調査では関西大学の陳煕宗・東田良彦の両君に調査を手伝って戴
いた。記して感謝するとともに，筆者の質問に心良<応じて下さった方々，調査のた
め紹介の労を取り，村を案内して下さった方々， あるいは資料の収集に協力して下さ
った方々， これら多くの方々にお礼を申し上げたい。
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ところで，両郷の村落がこれまでの調査地の諸村落と異なる点は，両郷の住
民の多くが広東省恵州府陸豊県出身の客家人2)で客家語を話し，福建省出身者
(福姥)がわずかであり，非常に同族結合が強いということである。筆者は予備
調査で両郷の村落をまわってみたが，両郷には廟が非常に少なく不思議に思え
た。というのは，筆者のこれまでの研究に基づけば， ’村落には必ずといって
良い程1つ以上の村廟が存在したからである。ところが，両郷には合計9宇し
かなく， しかも1つの廟の祭杷圏は村落の範囲を超えて数力村から10数力村に
またがっていた。帰国後,資料を調べてみると，この地方は日本統治時代末期に
皇民化政策の一環として，中瀝神社(写真1)を建立して住民にこれを信仰させ，
これまでの廟信仰を俗信だとして廟整理を行なっていた3)。当初，この寺廟整
写真1 中瀝市内にある，か
つての中瀝神社の鳥居。
現在，中瀝中学の門に使
われている。
2）諸橋轍次著の『大漢和辞典』 （巻三, P.990)によれば，「客家」とは， 「主に廣東・
廣西地方に存在する漢族の一派。更に福建西南部，江西南部等から香港・海南島・臺
湾．シンガポール・南洋諸島に分布し，其の人口は二千萬を超える。 もと山西・河南
の北支那人で，西晉末の北方異族の侵入以後，黄巣の筒L等を避けて漸次南遷し，雨廣
地方の猫．撞等と混血したものの子孫であろうといふ｡」とあり， その定義なるものは
大いに議論のあるところである。その共通項から一般的定義を述べるならば，客家と
は祖籍を中原に持ち，戦乱等により華南山間地帯へ移民した客家語を話す漢族の一部
で，移住地では土着の漢人にマイノリテイと見られている人々である。中川学編『客
家論の現代的構図』(現代中国研究叢書XVII),1980年を参照されたい。
3）天理大学の塚本照和氏の研究報告「寺廟神の昇天」を聞き，初めてこの地方の廟整理
を知った。この地方の廟整理については，宮崎直勝『寺廟神の昇天一一台湾寺廟整理
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理により廟宇が破壊され，その結果，少なくなったのであろうかと考えたが，
日本時代の統計を見ても，中瀝郡下の中瀝街・平鎮庄・楊梅庄・新屋庄・観音
庄の5街庄の寺廟整理前の廟数は29宇と少なく，1街庄当り6宇であった。そ
して，新屋庄には6宇，観音庄には3宇とあり，両郷には昔から廟が少なかっ
たと考えられる4)。しかし，統計には出て来ないが，両郷の清代の旧庄(自然村）
レベルには必ず土地廟(土地公あるいは福徳正神という士地神を把る詞，広東人は伯公
という）がある。土地公は当初， 自然石を重ねたものにすぎず，村の四ツ辻や
水路が村に流れ込む所（j||頭)，あるいは流れ出る所(jl1尾）に置かれており，そ
の後，小さなﾈ司となり，村廟が建立されると他の神像と一緒に合杷されるのが
一般的であった。ところが，両郷の各村には村廟がないため，近年，小桐から
村民が金を出し合って間口一間程度の土地廟に重建され，それらが到る所に見
い出された5)。
このように村廟がなく，土地公しかない村落を筆者はかつて調査したことが
あり6)， その調査村も同族結合が強く，村廟にかわって家廟が存在していた。
ということは，同族結合の強い村落は移民社会初期の土地公しかなく，村廟の
覺書』1942年と中瀝郡祭杷聯盟『郡下に於ける寺廟整理に就て』1938年とを参照され
たい。また，皇民化政策による寺廟整理については， 横森久美「台湾における神社
一皇民化政策との関連において－」 『台湾近現代史研究』第4号， 1982年を参照
されたい。
4）新竹州『昭和4年新竹州第9統計書』1931年,P.93,同「昭和12年新竹州第17統計
書』1939年,p.55．新屋庄の寺廟がなぜ6字となっているのか不明である。例えば，
桃園廉編『寺廟調査書』 （大正4年調査）や劉枝萬「臺湾省寺廟教堂名稻・主神・地
趾調査表」 『臺鱈文献』第11巻第2期,民国49年，を調べても新屋郷の寺廟数は6字
もない。
5）新屋郷公所にて土地公の資料を手に入れるべく訪問したが，入手できず，結局筆者が
訪ねた土地公しか調べることができなかった。村民の応答によれば， どの部落にも必
ず1つ以上の土地公があるとのことである。
6）拙稿「台湾における漢人村落の展開過程とその社会構造－－南投県草屯鎮加老里の洪
同族の調査事例を中心にして一」関西大学『経済論集』第31巻第3号，1981年を参
照のこと。この小稿の中では土地公を村廟として扱った。
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建立にまでは至らないのではないかという仮説が成り立つ。筆者は中国人の村
落統合原理として,｢同郷」「同族｣(これら二原理の派生としての「同姓」「同業｣)を
措定し，雑姓村落においては「同郷」原理の表象としての村廟，同族村落にお
いては「同族」原理のそれとして同族廟(家廟）が存在すると考えて来た7)｡本
調査地は以上の仮説を検証し，理論として補強する最適の地であった。ただ惜
しむらくは，調査時期が農繁期で,田植のため農家には人が居ず， また，客家
語圏のため村人と接触の人的ルートが少なく，不充分にしか調査ができなかっ
たことである。以下，考察をする。
Ⅱ村落形成の特徴
1． 村落の変遷
新屋・観音両郷における村落の変遷を考察する前に， まず桃園県の行政区画
の変遷を考察する。桃園県は台湾の西北部に位置し，北は台北県，東は宜蘭
県，南は新竹県，西は台湾海峡と接し，本県が成立するのは光復後しばらくし
た1950年になってからである。
本県地方は康煕23年(1684年)|台湾府に諸羅県(現在の嘉義県地方)が設置され，
これに属した。当時，本県には南淡・坑仔・亀需・霄裡の4つの「蕃社」があ
ったが，漢人移民が流入し，開墾することにより，雍正元年(1723年)には彰化
県が設置され，同時に淡水庁が添設されて，淡水塗・竹塑塗の一部がこの管轄
に入る。同9年(1731年）に大甲溪以北を画し，淡水・竹塑両墜の地が淡水同知
の管轄に入り，本県の地は全てこれに属することになる。乾隆年間中頃に竹塑
墜は竹塑．中港．後瀧．苑裏・大甲の5塗に分けられ，光緒元年(1875年）に竹
7）同上論文，拙稿「台湾漢人村落における地縁・血縁構造一台南県左鎮郷左鎮村の簡
同族の事例より－」 『農林業問題研究』第15巻第3号，1979年，ならびに，石田浩
・中田睦子「台湾における祭杷公業の意義とその変容一中部台湾の同族組織の調査
事例より－」同上誌，第18巻第3号，1982年を参照されたい。
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塑墜を竹北一・二塗に分け，中港墜を竹南一塁，後瀧墜を竹南二塗，苑裏塗を
竹南三塗，大甲塗を竹南四塁と改称するようになった。一方，淡水塗は桃澗・
海山・興直・芝蘭・大加臘・石碇・拳山・撚接の8塗に分設され，本県の地域
に属するのは桃澗塗及び海山塗・竹北二塗の各一部である。光緒5年（1879年）
に淡水庁が廃止されて台北府が新設され，その下に新竹・淡水の両県が設けら
れる。そして，桃澗・海山の両塗は淡水県に属し，竹北二塗は新竹県に属す。
光緒13年(1887年)には福建省より分立して台湾省が成立し，台湾府・台南府．
台北府の1省3府となる。光緒20年(1894年)には淡水県に属していた大浦炭を
画し，南雅庁(現在の大溪鎮)を新設して台北府の直属とした8)。
光緒21年(1895年)に日本の統治下に入り，6月に本県の桃澗墜・海山壜．竹
北二屋は台北県管轄の新竹支庁に属す。同年8月に淡水支庁が増設され，桃澗
§海山両屋は淡水支庁に属すp1897年には新竹県が成立し，竹北二塁はこれに
属し, 1898年に新竹県が廃止され，再び桃澗塗・海山壜・竹北二塁は台北県に
属す。 1901年には桃仔園庁が成立し,1905年に桃園庁となり,1920年には新竹
州が成立してこれに属す。光復直後の1945年に新竹県となり，1950年には桃園
県が分離独立し，現在に至る9)。以上が桃園県の変遷史である。
次に，調査地の新屋・観音両郷各村の変遷を考察する。既述のごとく，淡水
庁は雍正元年に彰化県城に設けられ，同11年(1733年)には竹塑に淡水庁城が創
建される。その結果，設塗分庄が始まり，観音郷の各村は桃澗塗に,新屋郷は
8）以上は，陳培桂『淡水蛎志』 （窒湾文献叢刊第172種，民国52年）巻三志二建置志，
PP.57～64,「新竹縣采訪冊』（塞湾文献叢刊第145種，民国51年）巻-,pp.1～11,
『新竹縣志初稿』（臺湾文献叢刊第61種，民国48年）巻一封域志,p.1,桃園縣文献委
員會『桃園縣志』巻首志略篇， 民国51年,pp､24～28,巻三政事志民政篇，民国53
年, pp.39～41に基づく。
9）以上は，前掲『桃園縣志』巻首志略篇,pp､28～31,巻三政事志民政篇,pp.44～56,
桃園廉編『桃園願志』1906年,p.13,桃園聴庶務課『桃園廉第一統計書（大正6年)』
1918年,pp.8～10に基づく。
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城外北胴に属している'0)。『淡水廉志』によれば，桃澗塗29力庄の中に哺頂庄
(現．哺頂村）・社仔庄(現．社子村，平鎮郷にも同名の庄がある） ・東勢庄（現・東勢
村，同上)という観音郷の村とも思える庄名があり，同様に城外北脂17力庄の中
に，嶬殼港庄(現・掴間村）・朱仔港庄(現・栄港村）という新屋郷に属す庄名が見
られる'')。後に，城外北浦及び東北照の各一部は竹北二屋となる。光緒5年に
桃澗墜は淡水県に，竹北二屋は新竹県に属し，光緒15年(1889年)の新竹県と苗
栗県とに分治のとき，竹北二塁は竹北上二塗・竹北下二塁（別名，新哺墜、大需
壁）に分かれる12)。光緒20年に竹北二塗は竹北屋と改称され13),その頃編纂の
『新竹縣采訪冊』には竹北塗の庄として，第1表のような庄名が記載されてい
る。第1表を見ると，新屋・観音両郷に属す多くの庄名が竹北屋の中に見ら
れる。先述の『桃園縣志』では淡水庁治のとき，観音郷の庄は桃澗墜に属し
ていたが'4)，いつの段階で竹北二塁(竹北墜)に移行したのか，不明である。ま
た， 『新竹縣志初稿』においても，新哺塗(竹北上二塁)廟宇として，石観音街の
甘泉寺，両座屋庄の溥済宮，舸殼港庄の福興宮，草潔庄の聖母廟(保障宮)が記
載されており'5)，両郷の各庄は竹北二塁に属している。
日本統治下に入った光緒21年に新竹支庁が創設され，再び竹塑屋は竹北一
屋，竹北屋は竹北二塗，竹南屋は竹南一塁となる'6)◎行政区画は日本統治後も
既述のごとく変転するが，両郷の各庄は竹北二塗に属しており，清代の庄名も
10）前掲『桃園縣志』巻首志略篇,p.20.
11）前掲『淡水廉志』巻三志二建置志,PP.58～59
12）前掲『新竹縣采訪冊』巻-,p.8．竹北上二塗・下二壁という名前はあるが，実際に
行政的に分離したのかどうかは定ではない。
13）前掲『新竹縣志初稿』巻一封域志,p.1。
● ● ●
14）吉田東伍『大日本地名僻書續編第三臺湾』によれば，石観音の説明に「桃澗壁石観音
庄にあり」とある。 1902年,p.44。また逆に，前掲｢寺廟調査書』によれば，甘泉寺
の所在地について「竹北二塗石観音庄土名石観音」とある。
15）前掲『新竹縣志初稿』巻三典槽志,pp.117～118.
16）同上書，巻一封域志,p.2。
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第1表新屋・観音両郷初期の村庄名・戸数・人口
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新 屋 郷
??
観 郷
庄 名 ｜位 置 ｜戸数|丁口数庄 名 ｜位置|戸数|丁口数
樹子下庄
青哺庄
大潭庄
石観音庄
對面暦庄
泉州暦庄
苦棟脚庄
大窟庄
下大窟庄
張暦庄
新破庄
嵌頭子庄
白沙域庄
樹林子庄
草潔庄
青哺子庄
塔子卿庄
舸殼港庄
十五間庄
深#II庄
三角窟庄
後 庄
上樵榔庄
下糠榔庄
甲溪子庄
筆子港庄
紅瓦暦庄
哺頂庄
甲頭暦庄
赤牛稠庄
田心子庄
上庄子
下庄子
員宋庄
後湖庄
椿樹下庄
頭家暦庄
大牛棡庄
嵌頭暦庄
上水流庄
新暦庄
県北28里
〃35〃
〃30〃
〃35〃
〃35〃
〃34〃
〃34〃
〃34〃
〃35〃
〃40〃
〃42〃
〃38〃
〃42〃
〃45〃
〃45〃
〃45〃
〃42〃
〃40〃
〃40〃
〃40〃
〃40〃
〃40〃
〃48〃
〃45〃
???????????????????????? ? ? ? ? ?? ? ? ???? ???
212
460
132
203
177
75
126
177
339
938
183
259
298
75
97
423
268
158
261
585
185
254
372
1，993
?????????????????????????
?
133
19
93
95
20
36
28
43
28
21
92
27
35
32
129
21
16
1,256
214
954
968
131
373
359
601
315
136
611
124
296
160
823
160
112
’
出典)『新竹縣采訪冊』（臺湾文獄叢刊第145種，民国51年）巻二莊社,pp.93～97．後
出の第2表を参照にして，新屋・観音両郷に属すと思われるものだけ記載し，不
明確な庄は記載を避けた。それ故，両郷に属す庄はもっと多いと思われる。
そのまま受け継がれていく。しかし，明治35年（1902年）の行政区画の改正によ
り，桃園県に属する竹北二塗の旧庄206が併合されて半数以下の94の新庄とな
り，新屋郷では45の旧庄から20の新庄へ，観音郷では44から16へと減少する。
管轄区域については桃仔園庁設置以来変化がなく，大正4年(1915年)の行政区
画の改革においても，両郷は竹北二塁に属している。具体的には，桃園庁直轄
7
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の大塩園区に2庄，楊梅堀支庁の大波区に10庄，同・新屋区に11庄，中瀝支庁
の石観音区に10庄，同・大需区に3庄の計36庄があり17),その位置を示したの
が第1図である。そして,1920年の行政区画の大改正により，両郷は新竹州中
瀝郡に属して新屋庄と観音庄となり，それぞれの下に18と15の大字が属す。光
復後もこの行政区画がそのまま受け継がれ現在に至る。
両郷のこのような行政区画の変遷を表にしたのが第2表である。第2表を見
ると，清代の庄の多くは数庄合併されて1902年改正の庄となっており，この新
庄は1920年の大改正後の大字となり，光復後の村となっている。また,自然村
である清代の庄'8)は日本時代の小字で，一部の庄ではそのまま現在の村にもな
っている。これらの推移を数字で表わすと，新屋郷では45(46)→20→18→23と
なり，観音郷では44→16→15→21(現在，23)となる。以上の点から，現在の村
第1図新屋･観音両郷の日本時代の庄名とその位置
楠､､4コ毒
?
、?????
?
~
出典）桃園廉庶務課『桃園廉第一統計書（大正6年)』1918年の附録地図より。
17）前掲『桃園廃第一統計書（大正6年)jpp.6～7．
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落は自然村を数個含んだものか，あるいは僅かではあるが自然村そのものであ
ると断言できる。
2. 漢人移民による開拓と村落の形成
桃園地方の最も早い開墾は桃澗堡北部海岸一帯の南嵌地域（現在の産竹郷，名
称は「平捕族」のナムカム社に由来する）で，明末の鄭氏時代に営盤田（屯田）が設け
られ，康熙・雅正年代には竹暫捕（新竹県）と台北とを結ぶ交通の要所であっ
た。それゆえ，開墾は南嵌港より上陸した移民により徐々に拡大し，例えば，
乾隆 2年(1737年）舅人の蔀啓隆が墾戸数百名を率いて南嵌港より上陸し，監
を設けて「土蕃」に圧迫を加え開墾した。そして桃仔園を開発した。同 9年
(1744年）には島の嘉応州出身の宋一族は南嵌より上陸して南勢一帯を開拓し，
この地は広（廣）東人の業を興した地として廣興庄と名付けられ，後には宋一族
が墾成した地であることから宋屋庄と呼ばれるようになる。同15年(1750年）に
は閲人の郭天光が南嵌港南部の許暦港より上陸し，「土蕃」 と約して老街漢・
新街浚下流の両岸を賤得した。続いてその子孫も流域諸庄を開墾し， 同30年
(1765年）頃にこの地域は澗仔塘庄と名付けられる。既述してきた桃澗堡の由来
は桃仔園と澗仔堀を合して地名の頭文字一字を取り，名付けたことによる。現
・観音郷に属する草潔庄や塔仔脚庄はこの延長で開墾された地域であり，それ
ゅぇ，福建人が多い19)。
18)清代の庄はそれ自身が1つの棗落をなしており，庄名も官が行政的に名付けたもので
はなく，地形やその地の産物・先住民との関係・ 伝説等に基づいて移民達が自然に名
付けたものである。安倍明義『盗洞地名研究』 1937年を参照されたい。例えば，両郷
の地名の由来について 2~3の例を挙げると，石観音は泉の中から石像が発見され，
それが観音のようであったから石観音と名付けられた。披寮は跛（婢）寮，すなわち
阪水を監視する小屋が設骰されたことに由来し，新屋は新たに房屋を建築したことに
由来する。飼殻港は淮内に牡蠣の殻があったことに，番婆故は「蕃人」の老婆の墓が
あったことに由来する，といった具合である。
19)前掲「桃園縣志」巻首志略篇， pp.34~36と吉田東伍，前掲杏， pp.42~43とによ
る。
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一方，竹北二堡は，康熙58年 (1719年）福建省泉州人の連察盛等が開墾し，付
近の「蕃社」と交易をして日増しににぎやかな市街に形成された。雅正年間に
広東省陸豊人の徐立鵬．徐理壽・黄君帯・黄海元・張阿春・徐錦宗，広東省鎮
平人の巫廷政，福建省同安人の曽国詰・欧天送，南安人の曽六，恵安人の楊夢
樵等が相前後して嵌頭屑・樺榔仔・東勢・茄苓坑．頂樹林・青補仔一帯（第2表
参照）を開墾する20)。『大日本地名僻書績編第三豪溝』によれば，竹北二堡の開
墾について，次のように述べている。
ママ
「奮竹壁堡の北部にして清の雅正五年，聘の恵州陸豊の人徐裡壽，黄君泰
及び閾の泉州同安の人曽國詰は，南方竹壁（新竹）方面より進み， 鳳山崎漢を
越えて員山庄，嵌頭庄附近を開き，八年恵州海豊の人郭青山は紅毛港漢を超
えて福興庄を開き，泉州同安の人李尚は後湖庄を開き，十二年舅の幕應州鎮
平の人巫廷政は青捕仔庄を開き，之と同時代に専人郭突榮は猫兒錠庄を開
き，同じく注洪楚は紅毛港庄を開き，斯くして乾隆の初年に，此の一帯の海
岸は，閾舅人によりて交々開かれ，北は飼殻港に及べり。」21)
新屋庄一帯は乾隆初年に広東省海豊県出身の疱姜文質とその子孫によって開
墾され，後に人口が増加したため現在の新生村に房屋一棟を新建し，ここに居
住するようになり，これを新屋と称し新屋庄名の由来となった22)。この頃はま
だ陸地交通は不便で，民生の日用品は嵌頭暦港からの海運に頼った。嵌頭暦港
は良好な貿易港であり，しかも漁港で，大陸の福州・属門・仙頭の商船が常に
大量の杉木・牛骨・布匹等を載せ，交易にやって来たので，内地沿海一帯の人
々の中に移民開墾や漁業に従事する者が多くなり，遂にこの一帯の海岸平原は
興盛となった23)。
ところで，開墾の進展の中で両郷の村落は何時頃形成されたのであろうか。
20)前掲「桃園縣志」巻首志略篇， p.38。
21)吉田東伍，前掲書， p.54。
22)前掲「桃園縣志」巻首志略篇， p.'19,p. 38。
23)同上書， pp.38~39。
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同治初年頃に編簗された『淡水顧志」には，既述したごとく両郷に属する庄名
はわずかしか見られないが，光緒20年頃編築された「新竹縣采訪冊」において
は，第 1表に見られたごとく相当数の庄名が存在する。ということは，この間
に多くの村落が形成されたと考えられる。同様のことは水利の面からも窺え
る。水利灌漑施設としての婢（跛）や訓の開発は元来個人では不可能なことで，
村落民によるエ資の提供がなければならず，そこには当然村民間の通力合作が
存在し，そのためにはすでに村落が形成されているという条件が必要である。
ところで，新屋・観音両郷は台地状で水利の便が悪く， 到るところに溜池（埠
あるいは阪）が見られる。『桃園磨志」によれば，
「桃澗堡•竹北二堡の平原は，地勢西方に低落して海に逼り，水利に乏し
く，婢訓を待つに非ざれば灌漑する能はざるより，此の二堡は婢訓最も多し，
其数たる，海山堡に在りては，婢池三百四十五，訓流四百六十二，竹北二堡
に在りては，婢池二千四百二十，訓流ー百八十六，桃澗堡に在りては，婢池
三千三百八十八，訓流四百六十」24)
とあり，婢池の多いことに気がつく。ところが， 『淡水磨志』にはまだわずか
な数の坤訓しか記載されていない。例えば，・桃澗堡に属する婢訓として，霊渾
披（乾隆13年），宵裏訓（乾隆6年）があり，竹壁堡に属するものとして四百甲訓，
六十甲訓が見られるが， これらは全て両郷に属する婢訓ではない25)。『新竹縣
采訪冊」によれば，
「今赴各荘訪勘，自乾・嘉以来所開披訓甚多，『廊志』十止載ー」26)
とあり，乾隆・嘉慶年間より開盤された婢訓の多いことが窺われる。そして，
竹北堡訓として17訓が記載されており，開盤年代が明確な 9訓を年代別に見る
と，乾隆4,嘉慶 1,道光3,光緒 1となる27)。両郷に関係のある訓として三
24)前掲「桃園題志」 pp.165~166。
25)前掲 r淡水巖志」巻三志二建骰志， pp.73~80。
26)前掲『新竹縣采訪冊」巻三， p.141。
27)同上書， pp.157~161。
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七tilがあり，その説明には次のように書かれている。
「三七訓 在縣北三十八里，於大淡潜南岸量石裁流西南行，漑漢南披頭面
・老暦・大竹園・社子頂・下樺榔子・策子港等荘田七百甲餘，水俯由大漢西
行，沿漢引水漑漢北陰口寮・螢盤下・紅瓦暦・甲頭暦・赤牛槻・下荘子・嵌
頭暦等荘田三百甲。総計浚南田業得水七分， 浚北田業得水三分， 故名三七
訓。」28)
とあり，三七訓の由来が訓水を淡南と浚北とに 7対3に分水することに基づく
ことが理解できる。また，第 2表に記載した庄名のいくつかが見い出される。
三七訓は乾隆 8年(1743年）に曽昆茂によって開かれ，同治12年(1873年）に徐熙洪
により重修されている29)。竹北堡披については，
「竹北堡，自鳳山崎以北沿紅毛港大浚滑一帯，地高而燥，絶少水源。農人
随地築披，周廣敷甲或十敷甲者，所在皆有。然皆頼天時降雨，雖有肢之名而
未可侍披為用。」30)
とある。これによれば，竹北堡は土地が高く，乾燥しており，水源がきわめて
少ない。農民は至る所に溜池を築き，その広さが数甲あるいは10数甲のものが
ここかしこにある。しかし，どの溜池も降雨に頼り，溜池と言っても役立たな
いことが窺える。『新竹縣采訪冊』に記載されている披は代表的なものだけで，
大渾披・紅唐披・後湖披．雙連肢の 4披である31)。前3跛が両郷に属するもの
である。そして，『桃園縣志」によれば，乾隆初年から 1901年の公共婢訓設立
時までの比較的規模の大きい（灌漑田30甲以上の）婢訓として，両郷に属するもの
が18ある。すなわち，三七サI[.三七北訓・大跛大婢・十五間尾公婢・後湖婢・
泉訓暦訓・店仔岡訓・後面坤・公田埠・捕頂浚頭訓・後湖新埠・大牛欄新埠．
亀子墓坤・紅塘埠・水堆サI[• 飼殻港埠・大湖埠・北勢大坤がそれであり 32), こ
れらの埠訓名の多くが庄名に基づいていることは第2表の庄名と比較すれば明
28), 29)同上書， 160。
30), 31)同上書， p.162, p. 162~163。
32)前掲「桃園縣志』巻四継清水利篇， pp.125~127。
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確となるであろう。
以上の水利面からも，両郷における村落（庄）は乾隆初年頃から形成され，日
本が統治する光緒年間中期頃までには現在の諸村落はすでに存在していたと考
えられる。村落の形成は地縁組織や血縁組織の形成と密接に関連するところで
あり， 後節で更に詳細に考察するが， ここでは分類（籍）械闘（武闘）について触
れておく。第3表の分類械闘の事例を見ると，乾隆末年から分類械闘が多発し
ている。ということは，移民漠人が未墾地を開拓していき，そのフロンティア
乾隆47年
51~53年
52年
54年
嘉慶11年
14年
道光2年
” 
‘’ 
‘’ 
5年
6年
’ 
12年
’ 
24年
咸豊2年??
??
4年
’ 
9年
, 
10年
11年
同治元年~2年
第3表桃園県における分類械闘
淡水と彰化の流・泉籍民の分籍械闘
林爽文の乱（福建人の反乱）
南嵌・亀裔口地方の閻・考両族の分籍械闘
亀裔口での閥・努両族の再械闘
亀裔口及び南嵌方面での流・泉人の分籍械闘
南嵌の流人と啓人とが泉人を攻撃
南嵌・亀裔両地方の閥・磨人の械闘
捕子及び桃仔園等の鳴人と泉人とが流人を攻撃
内塘付近の流・泉人の械闘
中堤の閾・努人の械闘
霊淵骰の流・泉人の械闘
亀裔嶺の閻・磨互争
淡水の閾・秀の分籍械闘
南嵌の閾・努人の分籍械闘
龍灌跛の閾・勢人の械闘
南嵌の泉・流人の械闘
大姑陥・龍渾陵一帯の泉人と勢人とが流人を攻撃
中埋・楊梅の流・泉人が敵対，械闘ヘ一触即発
許暦港一帯の鳴・流の械闘
中塘の閾・帯人の械闘
淡水の閲・蒋人の分籍大械闘
大姑陥の泉人と勢人とが流人を攻撃
三角湧・員樹林・亀脩ロ・桃仔園・ 捕仔等流・泉人の械闘
桃仔園の流人と大坪の泉人が械闘
＜清廷厳飲鎮台，台民の械闘を禁ず，地方漸く安んず＞
戴潮春の乱
出典）前掲『桃園縣志」巻首大事記， pp.79~87, 前掲「桃園廊志Jpp. 86~88。
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が飽和点に達したのが乾隆末年であると考えられる。すなわち，出身地を異に
する靡人• 閲人，あるいは同じ閾人の流州人・泉州人の開拓が飽和点に達し，
彼らのフロンティアが到る所で衝突し，械闘となるのが乾隆末年ということで
ある。第 3表は桃園県一帯における分類械闘を抽出したのであるが，初期の械
闘は開発の早い淡水・彰化に見られ，続いて南炭・亀裔口に見られる。両郷付
近の械闘は道光年間に入ってから見られ，同治初年(1862年）の戴潮春（萬生）の
乱以降はこの地方に械闘が見られなくなる。このことは，同治年間に入って以
降，、出身地を異にする薯人• 閲人あるいは滴州人・泉州人の住み分けが明確に
なり，村落も安定期に入ったことを意味する。その結果は第4表・第5表のご
とく，地域により出身地の特色が色濃く表われている。第4表では，中塘郡に
広東人が多く居住しており，街庄別に見ると，中塘街（現在の中握市）は都市化
のため福建人も比較的多く，広東人が50%と丁度半分を占めている。平鎮庄
（現在の平鎮郷），楊梅庄（同，楊梅鎮）•新屋庄（同，新屋郷）は広東人が 90数％と圧
倒的多数を占め，観音庄（同，観音郷）は広東人が 70形で，福建人が305!かもおり，
上記3庄に比較すれば福建人が多い。また，同じ広東人であると言っても中塘
•平鎮・楊梅は嘉応州の出身者が多く，新屋・観音は恵州府出身者で，その多
第4表 出身地別人口割合（単位： 100人）
街：庄名地
広東省
福建省 その他 計
潮州府嘉応州恵州府小 計
人数彩 人数彩人数1% 人数1彩人数1彩 人数1彩 人数I形
中堤街 56 26.9 7 3.4 92 44.2 5 2.4 104 50.0 48 23.1 208 100.0 
平鎮庄 5 4.2 27 22.9 80 67.8 6 5.1 113 95.8 118 100.0 
楊梅庄 4 1. 9 17 7. 9 107 49.8 78 36.3 202 94. 0 9 4.2 215 100.1 
新屋庄 3 1. 7 11 6. 2 163 92.1 174 98.3 177 100.0 
親音庄 43 29.9 8 5.6 5 3.5 88 61.1 101 70.1 144 100. 0 
計 ¥ m¥12.9 591 6. al295134. 21 340139. 41 6941 ao. 51 571 6. 61 8621100. 0 
出典）蛋湾総督官房調査課「壷洞在籍漢民族郷貰別調査」 1928年， pp. 12~13より作
成。四捨五入で計算したため広東省の各割合を合計しても小計と一致しない場合
がある。
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くは恵州府陸豊県出身の客家人である。次に，第 5表より各大字別にその出身
地を見ると，新屋庄の飼殻港，観音庄の樹林子・新披（跛）・草潔・塔子脚では
福建人が多数を占め，下大堀では福建・広東が半々である33)。そして，その他
の大字では広東人が多い。福建人の多い飼殻港は，第 1図に見られるごとく新
竹県に接しており，隣接する新竹県側の村には福建人が多い。同様に草潔や塔
子脚•新披は大園郷に接し，その大園郷側には福建人が多い。それゆえ，新屋
・観音の福建人の多い村落は広東人の村落と接する端境村ということになり，
完全に住み分けが行なわれていることが理解できよう。
かくのごとき分類械闘による福建人と広東人の住み分けは，同治年間に安定
期に達し，この頃から現存の村落へと展開してきたと考えられる。
J[ 地縁構造――—寺廟組織を通じて
「はじめに」で述べたごとく，この地域には寺廟が非常に少ない。これまで
の調査・研究では 1村に 1つ以上の廟があり，それゆえに村廟と名付けてき
た。これらの村廟は村落が形成されると，その後間もなく村民の共同で建立さ
れているのが一般的で，村廟の歴史を調べれば，その村の歴史の大凡の考察も
可能であった。ところが，両郷では第6表に見られるごとく廟が少なく，新屋
郷に 5宇，観音郷に 4宇あるのみで，しかも飼間村の昭霊宮と永安村の保安宮
は新しく，昭霊宮は現在建設中で，永安宮は光復後に建立された廟である。そ
うすると，清代から存在する廟は新屋郷に 3宇，観音郷に 4宇となる。第 6表
33) 「桃園聡志」によれば，明治38年 (1905年）では梱榔・ 飼殻港・嵌頭暦の 3庄が福建
人の村となっており，草漂庄・搭仔脚庄は広東人の村となっている。 p.89。恐らく
この衰料を基にしたのであろう「桃園縣志」 （巻二人民志人口篇， p.8)においても
同様に述べられている。しかし， 日本時代の僅か24年間位で福建人の村から広東人の
村へ，あるいはその逆へと住み変えが行なわれるはずはなく，筆者は統計数値の第5
表の方に信憑性があると考える。
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は各資料から出来得る限り廟の創建時期を詳細に記載した。上から順に見てい
くと，天后宮（写真2)には光緒20年，光緒18年，明治1年（光緒4年）の 3時期が
あり，筆者としてはどの時期が正しいか断定できないので，光緒中期としてお
く。長祥宮（写真3)には『台溝考廟大全』の同治 9年創建，光緒 2年遷建と，『寺
廟調査書』の明治 9年（光緒2年）創建・明治36年（光緒29年）遷建とがあり， 他の
資料の明治35年は「寺廟調査書」の捕頂庄から九斗庄へ遷建した明治36年のこ
とと思われる。ところで，長祥宮が真に同治 9年に創建されているとするなら
ば，当然「新竹縣志初稿』にその記載があってもよいはずだが，記載がないの
で筆者としては明治9年説をとる。福興宮（写真4)には光緒11年（明治18年），光
写真3 新屋郷九斗村にある
長祥宮。現在，前殿を建
設中。
写真2 新屋郷朱港村にある
天后宮。
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第6表廟の建立
廟名 所在村
創 建．
郷名
廟台大湾全寺 1 志新竹初縣稿 1 桃園底志 1桃園縣志①
新屋郷 天后宮 策港村 光緒20年 光緒18年 光緒18年
長祥宮 九斗村
（光遷同緒建治）92 年
明治35年
福興宮 飼間村 光緒1年 光緒7年 光緒15年 光緒15年
昭霊宮 ’ 
保生宮 永安村
観音郷 協天宮 樹 永暦年間
保障宮 保障村 咸豊年間 光緒10年 光緒18年 光緒11年
（光緒18年）
簿済宮 保生村 咸豊末年 光緒14年 光緒15年 光緒14年
甘泉寺 観音村 咸豊10年 同治元年 光緒12年 咸豊10年
（光緒12年）
平鎮郷 鎮安官 平鎮村 光緒18年 光緒16年 光緒17年
（褒義忠民拘廟） （義宋屋民村） 乾隆52年 乾隆56年 乾隆56年
出典）聞き取りによる。創建年代については， 順番に林衡道「台溝寺廟大全」民国63
pp. 237~239, 前掲『桃園縣志」巻首大事記， pp.80~99, 巻三政事志建置篇，
小冊子や廟内の碑文を指す。鎮安宮・褒忠祠は当時淡水県に属したので，『新竹
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時期と祭祀村落
時 期
桃園縣志③ 1寺廟調査書 I ハ0、／フレ
祭 祀 村 落
ット等
光緒18年 明治11年 朱港村（旧下棟榔の5隣）
明治35年 闘明治9年 九斗村，捕頂村，頭州村，石森村，新屋村，
36年 新生村，平均村，東明村，赤欄村，下田村，
後湖村（以上新屋郷），藍捕村， 富源村（半
村）（以上観音郷）， 上田里（楊梅鎮）， 計13
カ村半
光緒11年 明治18年 飼間村
建設中 ” 
民国53~61年 永安村，永興村，石牌村，下捕村，計4カ村
大正6年 宣光緒統元26年 樹林村，富林村，計2カ村
光緒18年 光緒18年 咸豊4年 保障村，草渫村，塔脚村，廣福村，新陵村，
富林村，樹林村（以上観音郷）， 和平村， 淡
海村（以上大園郷），計9カ村
光緒15年 萬延元年 嘉慶12年 武威村，金湖村，観音村，大渾村，廣興村，
白玉村， 坑尾村， 新興村， 三和村， 保生村
（以上観音郷），石）悼村 (3分の 1,保生村に
加えて 1村とする，新屋郷）計10カ村
咸豊10年 明治27年 d 咸,_金湖村，坑尾村，廣興村，白玉村，観音村，
三和村， 新興村， 大渾村， 武威村，保生村
（以上鍛音郷），石牌村，下捕村，永興村，永
安村（以上新屋郷）計14カ村
光緒16年 乾隆56年 光緒19年 平鎮村，南勢村，計2カ村
乾隆56年 この地方の広東人
年， p.105, 前掲「新竹縣志初稿」巻三典證志， 祠祀， pp.117~118, 前掲「桃園巖志J
pp. 26~29, 桃園廊編「寺廟調査書」（大正4年調査），パンフレット等とは廟が印刷した
縣志初稿」には記載されていない。
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亥･胃-5.~･；「
》《《?????》
鶏鍵蕊溌蕊蕊蕊 写真4新屋郷舸間村にある福興宮。現在，修復中。
熱蕊蕊
蕊
???
！
???
写真，新屋郷舸間村に建設蕊蕊蕊蕊蕊議誤韓蕊中の昭霊宮。
…
ﾛ、=■■へ
?》?
鍵議鍵議灘鍵 写真6 新屋郷永安村にある保生宮｡
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写真7 観音郷樹林村にある
協天宮。
写真9 銀音郷保生村にある
薄済宮。
写真8 鏡音郷草潔村にある
保障宮。
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写真1 平鎮郷平鎮村にある
鎮安宮。
24 
写真10 槻音郷観音村にある
甘泉寺。観音郷銀音村の
名前は甘泉寺に祀る石観
音が発見されたことによ
る。
写真12 平鎮郷義民村にある
義民廟（褒忠祠）。境内
はかなり広い。
台湾北西部の漢人村落における地縁・血縁構造（石田） 466 
緒7年，光緒15年とあり，光緒年間前期と言える。福興宮の由来は「寺廟調査
書』によれば，主神の七府王爺が船に乗って飼殻港に流れ着き，村民達で廟を
建て祀るようになったとのことで34), 現在祀っている七府王爺はその時に流れ
着いた神像であり，廟内には流れ着いた船も安置されている。昭霊宮（写真5)
は既述したごとく現在建設中で，福興宮と同じ飼間村に建てられており，何故
同じ村に建てるかという問いに対して，福興宮は海側にあり，かつて海側の方
が中心地であったが，現在では各家が海より離れており不便になったからとの
ことである。保生宮（写真6)は民国53~61年に建立されている。協天宮（写真7)
には永暦年間(1647~62年），大正 6年，宣統元年，光緒26年があり，永暦年間は
どうも信用できないo廟内の碑文「協天宮沿革誌」では宣統元年とあり，「協天
宮縁誌」には光緒26年とある。両碑文を合わせると，主神の関聖帝君は狸正元
年(1723年）に福建省滴州より楊氏が持って来て自分の家で祀っていたもので，
霊験があることから後に村民により祀られだしたものである。それゆえ，どち
らの時期を採用すべきか判断に困るが，ここでは光緒末年としておく。保障宮
（写真8)には咸豊年間，光緒10・11年，光緒18年，咸豊4年があり，咸豊4年
(1854年）は廟内の碑文「草潔保障宮沿革誌」に基づく。碑文には光緒 10.・11 
年，光緒18年の時期は記載されていないが，廟は創建されて以後も何度か拡
張，重修されているので，光緒中期に重修されたと考えることができる。浦済
宮（写真9)も同様に咸豊末年や嘉慶12年という比較的早い時期が出て来るが，
浦済宮が出してしヽるパンフレット「薄湾宮沿革誌」に嘉慶12年(1807年）とあり，
廟の創建年代と言明していないので，これは主神の保生大帝を祀り始めた年代
で，廟の創建年代ではないと考えられる。とすると，光緒中期は咸豊末年創建
の重修時期か，それとも創建時期のどちらかとなる。甘泉寺（写真10)は庄名に
もなっている程有名で，資料も多く，創建は咸豊10年（日本の萬延元年）であり，
その後何度も拡張されて，光緒22年(1896年）に全面完成となる。続いて平鎮郷
34)前掲「寺廟調査書』，本書には頁数が書かれていない。長祥宮の項を参照されたい。
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の鎮安宮（写真11)であるが， この廟は南勢村の王同族を調査したときの関連で
調べた。鎮安宮は第 6表より光緒 16~20年（明治27年）頃に創建されていること
が理解できる。最後の褒忠祠（義民廟，写真12)はこの地方の広東人が祀る一種の
萬善祠（大衆爺廟）で， その由来は乾隆51~53年(1786~88年）に起こった林爽文の
乱に対し，広東人が義民軍として福建人の反乱軍と闘い，その戦闘で死亡した
義民を祀ったことによる。褒忠祠という名称は皇帝から「褒忠」の 2字を賜っ
たことに基づく。また， 同廟には同治元年~2年(1862~63年）の福建人の反乱
．戴潮春（萬生）の乱に義民軍として出兵した広東人の遺骨も祀られている。こ
のような義民軍の出兵は反乱軍鎮圧に名を借りた，広東人の福建人に対する敵
討ちであり，一種の分類械闘の様相を呈している。伊能嘉矩は林爽文の乱を一
種の分類械闘と見なして，次のように述べる。
「乾隆51年の林爽文の作員しに際しても，爽文はもと流籍の出なるが故に，
其旗下に嗚衆する部厩，多くは滴人にして，嘗時官軍の招募せる郷勇に應ぜ
るものは，泉人にあらざれば磨人なり。愛に於てか自ら泉人と流人，若しく
は舅人との敵視となり，林賊の焚却，延きて泉島の村荘に及ぶこと甚だし
く，泉舅の民亦流人を悪むがために，故らに起ちて義を偶へ，官軍に蹄應す
る者あり。」
と35)。褒忠祠は他の廟とは異なり，乾隆56年(1791年）に建立されており 36), 広
東人の精神的拠り所となっている。また，その境内が1939坪余と広いのも特色
の1つである。
以上，考察してきたごと<,多くの廟は光緒年間に創建されており，早いも
のでも咸豊年間である。このことは，第3表で見たごとく，分類械闘に終止符
が打たれ，村落に平安がもたらされた頃に，廟がようやく建立されたことを意味
している。しかし，それ以前に廟信仰がなかったわけでは決してなく，村落が形
35)伊能嘉矩「豪潤文化志』上巻， 1965年複刻版， p.938。
36) 「壷潤寺廟大全」の乾隆52年は桔寮庄の褒忠祠との混同と思われる。『新竹縣志初稿』
巻三典橙志，祠祀， p.115によれば，桔寮庄の褒忠廟は乾隆53年の建立である。
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成されると，どの村落にも小さな土地公の祠が作られ，それが村神として現在
まで受け継がれている。ただ多くの村では経済的安定に達した段階で，村民間
で祀っていた神像を村廟を建てて安置し，同時に土地公をも合祀するのが一般
的であるが，本地方にはそれがあまり見られず，ただ，笙港村（笠港子庄・格樹
下庄）の天后宮，飼間村（飼殻港庄）の福興宮，並びに樹林村・富林村（日本時代の
樹林仔庄）の協天宮がいわゆる村廟と言える。その他の廟は数力村で祀られてい
るが，ここにも分類械闘と同じように「同郷」原理が機能している。すなわ
ち，福建人の祀る廟と広東人の祀る廟とが明確に区分されている。例えば，長
祥宮を祀っている13カ村半の村は全て広東人の村で，楊梅鎮の上田里も広東人
の村である37)。保生宮を祀る 4カ村も広東人の村で，保生宮を創建する前には
簿済宮の祭祀に加わっていたが，薄済宮が観音郷にあって不便なので保生宮を
建立した。保障宮の 9カ村は全て福建人の村で大園郷の和平村・浚海村も福建
人の村である38)。浦済宮の10カ村，甘泉寺の14カ村は全て広東人の村で，本来
簿済宮を祀っていた保生宮の石碑村・下埴村・永興村・永安村の 4カ村を加え
れば，薄済宮の村落と甘泉寺の村落が完全に重なっていることに気付かれるで
あろう。鎮安宮の 2カ村は広東人の村であり 39), 褒忠祠を祀る村は当然広東人
の村である。これらの廟の運営については第1表に掲げておく。
かくのごとく，新屋・観音両郷の廟は大陸での同籍の者達によって祀られて
おり，そこには「同郷」原理が見い出せる。しかし，何故他地域で見られるよ
うな 1村落1廟という形で廟が建立されなかったのであろうか。この点につき
考えられることは，客家人は大陸に居た時から土着の漢人から差別され，その
ため両者の摩擦が土客械闘に発展することもしばしばで，彼らは客家人である
ことに自らのアイデンティティを求め結合し，また，日常生活においては同族
結合を強め，自らの生活防衛の糧として来た。そのような結合原理が移民した
厳しい社会環境の中に持ち込まれ，分類械闘や祭祀圏の広い廟の建立，あるい
37), 38), 39)新竹州「昭和2年新竹州第7統計害」 1929年， p.14, p. 15, p. 13。
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は後述する家廟（同族廟）の建立という形になって現出したと考えられる。それ
ゆえ自然村（部落）としてのコミュニティは充分展開せず， その象徴としての土
地公はあるものの村廟にまで発展せず，同族結合が地縁結合にとって替わり，
現在に至っているからであると考えられる40)0 
写真13 新屋郷新生村にある
土地公。廟地はかなり広
vヽ
゜
写真14 新屋郷新屋村にある
福昌宮。
40)近年，写真13~26に見られるように，かつて石を積んだにすぎない土地公祠が福徳宮
（・土地公廟）として，地城住民の捐金によって豪華に重修されているのを見ると，地
縁的なコミュニティの成立を考えさせれれるが，脚注5)で既述したごとく土地公の
具体的な調査を行なうことが出来なかったので，この点は今後の課題としたい。
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写真15 新屋郷永安村にある
福徳宮。現在重建中。
写真17 新屋郷下田村にある
土地公。まだ，小さな祠
である。
写真16 新屋郷永安村にある
土地公。旧・下庄仔庄の
土地公である。
31 
472 隅西大學「経清論集」第33巻第5・6合併号
写真19 下田・赤欄両村の村
民148名（法人1名を含
む）によって1977年に重
修された福徳祠。位置は
不明。
32 
写真18 新屋郷赤欄村にある
福徳宮。
写真20 新屋郷東明村にある
福徳祠。旧・甲頭屋庄の
土地公。 1982年に重修。
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写真21 新屋郷東明村にある
五福宮。旧・東勢庄の土
地公， 1975年に重修。
写真23 観音郷金湖村にある
福徳宮。 1981年に金湖村
3・4郡で重修。 200年
前は単なる大きな石であ
った。
写真2 観音郷武威村にある
福徳宮。
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写真25 観音郷脩坪村にある
福徳宮。旧・裔坪庄の土
地公。清代は単なる 3個
の石であった。 1976年に
重修。
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写真24 観音郷保生村にある
土地公。 1日・封面暦庄過
淡の土地公と思われる。
写真26 平鎮郷南勢村にある
福徳祠。旧・南勢庄の土
地公。 1982年に重修。
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IV 血縁構造――—同族組織を通じて
筆者が調査した同族組織は第8表に示すごとく僅か 7つである。統計書を始
めとして各種の資料を見ても家廟（同族廟）については触れられていず，実際に
この地方にどれだけの家廟が存在するか不明で，人的な繋りを通じて漸く調査
できたのが第 8表である。また，既述したごとく農繁期のため地元の人で村を案
内してくれる人も少なく，折角探し当てた家廟を訪問しても人が居なかったり
で思うように進まず， 7姓の同族組織を調査するのが精一杯であった。 しか
し，第8表に掲げた家廟はこの地方の主なるものと思われる。というのは筆者
が質問しfこ多くの村民達の指摘した家廟がこの程度であったからである。しか
し，同族組織もこの程度であるということではない。後出の天水堂（写真34)の
ように家廟ではない農家の正庁に同族の位牌を祀り，毎年定期的に祭祀を行な
うといった形態が一般的に見られる。具体的な調査はしていないが，写真27に
見られる後湖村の何姓の正庁・蜃江堂もその一例であり，村民に言わせれば正
庁における祭祀はどこにでも行なわれているとのことである。同様に写真28や
後出の写真に見られるようにかなり規模の大きい，同族の迫骨を収納する佳城
（塔）が到る所に見られ， その豪華さには目を見張るものがあり，同族結合の強
さを象徴している41)。以下，第8表に従って各同族組織について考察する。
疱姜同族は， 乾隆初年11世の殿榮・殿高・殿嶺・殿章・殿爵の 5兄弟（第2
図参照）が広東省恵州府陸豊県より淡水に上陸し，新屋郷東明村上庄子に移民
したことに始まる。殿榮等の 5兄弟は官より墾照（開墾許可証）を手に入れ，乾
隆16年(1752年）までに新屋を中心に3,800甲余にその権益範囲を広げ，この地方
41)佳城（塔）は，同族の遺骨（写真29)を納めるもので， 日本の墓に相当する。ただ異
なる点は，死体は土葬にふされ， 3~4年後墓地から洗骨して盆子（壺，写真30)に
入れ，定期的な佳城の開扉のとき中に入れ納めるという点であり，家族ではなく同族
の墓であるという点である。
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写真27 後湖村の何姓の正庁
嘔江堂。中に同族の1世
から 7世までの位牌が祀
られている。
写真29 佳城への納骨を待っ
遺骨。
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写真28 畑の中に見かけた古
い佳城（塔）。
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写真30 洗骨した遺骨。
写真32 新屋郷新生村にある
来台始祖11世の疱姜殿章
派下の佳城。1938年創建。
写冥31 新屋郷新生村にある
悲姜祖堂。
39 
480 闊西大學「継清論集」第33巻第5・6合併号
写真34 新屋郷東明村にある
姜氏宅の正庁・天水堂。
40 
写真3 新屋郷新生村にある
疱姜文質派下の佳城。 19
46年創建。
写真35 新屋郷下田村にある
黄氏家廟の江夏堂。相当
に古く日干しレンガで造
られている。
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写真36新屋郷下田村にある
黄同族の佳城。碑銘には
民国42年（1953年）とあ
り，最近建てられた佳城
（塔）に比べると見劣り
がする。
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写真37観音郷大潭村にある
黄鼎坤家伺の江夏堂。写
真33にﾈ日られている鼎交
と鼎坤は兄弟。
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写真38新屋郷石需村にある
謝氏家廟の寶樹堂。外観
は家廟という感じがせ
ず，モダンである。
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の一大勢力となる。その後人口が増加したため，現在の祖堂のある新生村に遷
居し，咸豊 5年 (1855年）に祖堂の前堂の創建を始め，この祖堂が新屋と称され
るようになり，この地方も新屋と呼ばれるようになる42)。疱姜同族は新屋郷に
おいて一大勢力をなし，その人口増加は11世で男女計11人であったのが， 12世
では37人， 13世では74人， 14世では141人となり， 18世に至っては1,432人とな
っている43)。現在，派下員は新屋に180戸，中塘に95戸，台北に100戸，花蓮・
台東に50戸，その他を入れて全島21県市に約 500戸あり 44), これらの同族が毎
年の清明節と旧 8月1日に集まり，祖先祭祀を行なう。清明節には写真32・33
の佳城に参り，旧 8月1日には写真31の祖堂で祖先の祭祀を行ない，その後の
同族会議で役員の交替・会計決算等を行なう。光復後は土地改革による財産喪
失により，会食や芝居は行なわれず，派下員 1人につき 200元の寄付により運
営されている。
姜同族は， 10世の文欽が4人の息子を連れて，広東省恵州府陸豊県から渡台
したことに始まる（第3図参照）。渡台時期については不明であるが，来台始祖
の文欽が康熙30年(1691年）に生まれ乾隆41年(1776年）に没しており， 11世の殿
卿が舞正 3年(1725年）から乾隆40年(1775年），殿國が雅正13年(1735年）から嘉慶
25年(1820年）に生没していることから，乾隆中期頃に渡台していると考えられ
る。天水堂に祀られている位牌は 7つあり， 1つは 1世から12世までの位牌
で， 残りの 6つは11世殿國派下の各6房系列の位牌である。すなわち，天水
堂45)(写真34)は殿國派下に属する。祭祀は墓参りの清明節と旧 8月2日に行な
う。ところで，第2図の疱姜姓系図と第3図の姜姓系図とを比較して気付かれ
42), 43)苑姜姓族譜編輯部「苑姜姓族譜」民国65年， p.文2,p. 文235,p. 文241。
44)予備調査での聞き取りとは若干異なるが，本調査の方を採用した。 『桃園縣誌」によ
れば，苑姜姓全県人口1,245人中，新屋郷には男508人，女468人，計976人 (78.496)
が居住。巻二人民志氏族篇， p.125。
45)写真33の隣家の正庁も天水堂であり，殿卿派下に属すとのことである。また，郷内を
調査中，天水堂と掲げた家を見つけ聞いてみると，同じ姜姓ではあったが，文欽を来
台始祖としていず，恐らく大陸での開基祖・姜批良を共有するものと思われる。
42 
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たことと思われるが，各系図の世代の名前の 1字（字倫）が同じである。 これは
9世の疱集景が早逝し，その妻，雷氏が子の文質を辿れ姜同英に嫁ぎ，文質は
義父に恩義を感じ，自分の 5人の子供の姓を義父の疱姓を冠して疱姜としたこ
とによるもので，雷氏が嫁いだ姜姓とは第3図の姜姓である46)0 
写真35の江夏堂（写真35)については詳しく聞くことができなかった。黄姓の
来台始祖は13世の鼎交で，その系図は第4図に見られる通りである。祭祀はど
のように行なわれているか不明であるが，江夏堂内に紅紙の会計報告が貼られ
てあり，支出に買香・電火銭・焼香工銭しかないことを考えると，非常に簡素
なものと思われる。収入には公田租金とあることから同族共有地を所有してい
るのであろう。別紙の紅紙に「江夏堂宗祠新設電力楽捐名輩」とあり，そこに
は82名の名前が書かれていることから，派下戸数はこの程度と思われる。写真
37の江夏堂とは来台始祖が兄弟である。
謝同族は乾隆年間に16世の景玉・景連・景招・景茂の 4兄弟が広東省恵州府
陸豊県から新屋郷石蓋村・後湖村へ移民したことに始まる。第5図の景春・景
賢の 2兄弟は祖籍にそのまま残った。『景連公派下謝姓宗譜」によれば，現在，
景玉派下は欠詳となっており，景招・景茂派下は小房で，両者とも景連派下か
らの入嗣により系譜が続いている。最大房の景連派下は 6房に分れ，その子孫
は3,o・o余丁に達している。写真38の賓樹堂は， 6房に各6宇あれば管理・運
営が困難であり， 1つに合祀すれば便利であるという理由で1980年に創建され
た。賓樹堂には 4人の来台始祖の子孫を祀っており，族譜では25世にまで至
り，派下戸数は約 100戸である。祭祀は旧 1月2日・清明節.5月5日.7月
15日・ 8月第 2日曜日・冬至．徐夕（大晦日）の 7回で， 旧1月2日・ 5月5日
• 7月15日・冬至．徐夕には派下員 100名程出席する。これら祭祀には主催者
が決まっておらず，ただ時間だけが決まっ・ていて 9時半に開始し，各自が供物
（三牲・五牲）を持って来て供え，拝々する。 8月第 2日曜日の祭祀は最大で 200
46)前掲「疱姜姓族譜Jp. 文1。
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名程出席し，会食・会計報告が行なわれる。この祭杷は景連派下6房と景玉・
景招・景茂の各派下各1房の計9房で主祭者が毎年輪流して行なわれる。準備
にも時間をかけ， 7月中に参加人数を決定し，各房の代表者が会食費1人につ
き300元を集める。この代表者は各房毎に選ばれ,第4房のみは派下員数が多
いので代表者は6人，各房は2人となっている。会食は約10卓用意され，郷長
・郷民代表をも招く。これらの費用の一部として募金による公費の利息を充て
る。謝同族は本来20甲の土地を所有していたが，日本時代に管理人が食ってし
まい(土地を売却して私用に使ってしまう)，光復後の土地改革により3甲を残すだ
けとなり，徴収された土地の代金をも管理人が持ち逃げし，基本財産は残って
いない。それゆえ，現在は「桃園縣新屋観音謝姓宗親會」として「人民團鵲組
織法」に基づく人民団体の資格で県政府に報告している。資金ができれば祭杷
公業として登記し， 同族子弟に対する奨学金制度も設立したいとのことであ
る。清明節は1948年に後湖村に興建した佳城47)に各自が供物を持って参加す
る。清明節の準備は各代表者から7名の管理人が選出され，管理人が指揮して
机やテントを運んだり，楽隊を雇ったりする。当日は線香代として1人につき
50元を集めており，また，寄付金から祖廟の世話人に6,000元を支払っている。
葉同族は雍正13年(1735年)に7世の春日(字は自標)が53才のとき，2人の息子
の特孝・特鳳と弟の春時と一緒に広東省恵州府陸豊県より渡台したことに始ま
る。最初は嘉義県の大蕾林に入ったようであるが，最終的には春日・特鳳父子
が現在の永興村に定着し，春時・特孝の所在は不明である48)oそれゆえ，葉氏
祖堂(写真39）には第6図のごとく特鳳の系列が杷られている。祖堂内の位牌は
20牌あり，中央の位牌は別として1牌に80～120名(その夫人は別として）が記載
されていることから， 8世の特鳳から始まる派下員の著しい増加が窺える。祭
47）景連派下の佳城は祖宗攻墓が散在して不便なため，1916年に寄付金4万4,000余元を
集め建立することとなったが， 日本統治下で順調に進まず， また，第2次世界大戦の
ママ
セメント等の物資不足により， 結局1948年に創建された。謝宗祭伺公業景連公派福
壽會『景連公派下謝姓宗譜』民国67年,p.系30.
48）葉氏祖堂内の「沿革誌」に基づく。
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蕊縦
写真40観音郷永興村にある
葉同族の佳城。民国37年
（1948年）創建。
拝::鐸;;:;:号
･§も2竺習司巴
■■旬qg
〈･診認｡：
畷
へ■ヶ・
型･邑堂。
写真41観音郷武威村にある
塵氏家詞。
46
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写真42 観音郷武威村にある
謬同族の佳城。
写真43 平鎮郷南勢村にある
王氏家廟の植椀堂。この
中に 17家族， 100名以上
が住んでいる。
祀は春祭として清明節に，秋祭として冬至に行ない，その他にも旧 2月2日・
8月2日・除夕にも行なう。清明節の拝々には主祭人はいるが，他の拝々には
いない。この主祭人には， (1)最上輩者， (2)最年長者， (3)経験の多い者が選ばれ
てなる。また，管理委員会も設けられており，各房から 2名選出され計10人で
構成されている o管理委員会は祖堂の修理や佳城（写真40)への納骨日を決めたり
する。葉同族は 3甲の土地を所有し，その土地を同族の者に小作させ，米2,000
余斤の小作料収入がある49)。この収入で清明節と冬至の祭祀は可能であるが，
49)現在，政府買上げ価格が100斤で1,128元であるが，一般では 800元とのことであるか
ら， BOOX(2, 000+100)=16, 000元位の収入となる。
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かつて行なっていた会食は参加人数の増加で困難になっている。
塵同族は乾隆19年(1754年)に14世の世崇が64才のとき，妻 張氏(46才)と4
人の息子，国祥(17才)･国禎(14才）・国茂(11才）・国旺(8才）を連れて，広東省
恵州府海豊県より新竹県竹南鎮中港に上陸したことに始まる。乾隆25年(1760
年）に世崇が亡くなり， 翌年の乾隆26年に妻の張氏は国祥・国茂・国旺の3人
の息子と共に現在の武威村へ移る。塵氏家詞(写真41)は同治13年(1874年)に創建
されており,祖塔(佳城，写真42)は1940年に建立され，1972年に改建されてい
る50)p彦姓は武威村に200戸あり，その派下員は2,000～3,000人に達する。公
業地は40甲あり，塵姓の者だけで耕作し，その小作料収入は10万斤(5万kg)51)
で，そのうち半分が税金で取られ，残りで年4回の祭杷と部落の公共事業を行
なう。祭杷は旧1月16日・清明節． 4月16日・8月15日で，第1房が|日1月16
日を,第2房が清明節を,第3房が旧4月15日を，第4房が|日8月15日の祭杷
を担当する(第7図参照)。清明節の祭杷は祖廟と祖塔で行ない，1,000名以上が
参加する。このとき1年の会計報告を行なう｡会食については昔からない。
王同族は雍正年間に13世の克師が広東省潮州府饒平県より淡水に上陸したこ
とに始まる(第8図参照)｡初め新荘に至り，後に南淡に移る。嘉慶年間14世の
仕甲のとき南淡に宗桐(南淡祖堂)を建立し，威豊年間の15世・天恭のとき平鎮
に移り，宗桐(平鎮祖堂，写真43）を建立した52)｡平鎮祖堂の植槐堂は18年前に修
築し，現在17家族･100名以上が住んでいる。祭杷日は1日1月18日(仕甲の命日）
・清明節6 5月7日(克師の命日）・ 8月22日（仕甲の妻・頼氏の命日）・ 8月24日
(8世文峰の命日，文峰は大陸の饒平県城仔里に宗詞を建立した)で，各祭杷はそれぞ
れの派下員によって行なわれている。例えば, 1日1月18日・8月22日は仕甲の
派下員によって行なわれ，仕洋・仕種の派下員にとっては関係がないといった
具合である。旧1月18日の祭杷には毎年200～300名が出席し，24．5卓の食事が
b
塵世崇公業管理委員會「塵世崇公派族譜』民国66年,pp.23～24．
小作料は普通の三七五減祖に基づくよりも安い。 1甲当り2,500斤となる。
王金連「王氏族譜』民国48年,p.3．
50)
51）
52）
49
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準備され，会食が行なわれる。会食するのは比較的遠方から来た者で，各自自
由に寄付をし， 1～2万元程度集まる。近くの者は祭が終わると各自の供物を
持って帰宅したが，昨年からは全員で食事を取るようになった。本来墓参りは
2月28日日行なっていたが，蒋介石が死んだ後に，4月5日の清明節に変更す
ることとなった。その理由は2月28日頃が丁度田植時期で忙しく，出席者が少
なくなるからである。というのは祖先の墓は南勢村付近になく，多くは先住地
の南淡にあるからである。例えば，克師公墓は桃園県蘆竹郷南瑛廟口(現.五福
村)営盤坑に，妻の楊氏墓は桃園県亀山郷大坑村大坑にある南淡宗桐(太原堂)53）
付近に，仕洋公墓は同じく南淡宗桐付近に，仕種公墓は克師公墓付近に，仕福
公墓は南嵌宗桐付近に，仕甲公墓は大坑村陳暦坑に，妻の頼氏墓は南勢村の平
鎮宗詞の付近にあるというように散在している54)。昔は南嵌まで道がなく，数
時間かかって歩き，その日は廟に1泊しなければならなかったが，現在ではバ
スをチャーターし，車をもっている者はその車で行けるようになり，約200名
が参加する。墓参が終った後，克師公墓の前で，持って行った供物の豚肉や鶏
肉を稀飯にして全員で食事する。南淡宗桐には同族の者が住んでおり55)，その
族人は同族田を小作し，宗桐の世話をしているので，食事の道具を持っていく
必要はない。旧5月7日は克師の命日で，この日は委員だけで行ない，族人は
自由参加で50～60名が集まる。旧8月24日も同様に40～50名程集まる規模のも
のである。
ところで，王同族にはこれらの祭杷に対する財産があり， 「克師公祭杷公業」
．「仕甲公祭杷公業」．「作仁・作森。作寶公祭杷公業｣56)という形態で登記して
仏
53）王氏の系譜は山西省太原にあり，それゆえ南瑛宗詞を太原堂と名付けている。前掲
『王氏族譜』p.3．
54） 『王氏族譜』の各墓の写真説明による。
55）20世の王興欽氏が0.0163甲の水田を小作し，南竣宗詞の世話をしている。14世仕洋の
祭杷は興欽氏が行なっている。
56）作仁とは15世・天恭の字で，作森は天縦の，作寶は天球のそれぞれ字である。同上
書, p.6．
50
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いる。昔は平鎮から南嵌にかけての一帯の土地を所有していたが，それらの土
地は管理人が密かに売り払ったり，光復後の土地改革によって徴収されたりし
て減少した。『王氏族譜」によれば，「克師公祭祀公業地」として既述の桃園県
亀山郷大坑村大坑と臨竹郷五福村螢盤坑に，田 9筆の1.7940甲・タバコ畑3筆
の3.6612甲・建地2筆の0.0995甲・山林4筆の3.5653甲・原野 1筆の0.0095甲
．墓地 1筆の0.5060甲・池 1筆の0.0400甲，計9.6755'甲があ・り，「仕甲公祭祀
公業地」としては亀山郷大坑村陳暦坑に，田 6筆の2.4918甲・山林18.1735甲
・建地2筆0.1605甲・タバコ畑 1筆の0.7970甲・池2筆の0.0730甲，計21.6958 
甲，「作仁・作森・作賓公祭祀公業地」 として平鎮郷南勢村平鎮に，建地，す
なわち平鎮宗祠の建地1.5180甲を所有している57)。これらの土地の一部は基隆
から鳳山まで通じる高速公路建設のため売却せしめられ，現在ではもっと減少
している。しかし売却金は基金として一昨年「王克師公派下公祭復興臨時委員，
会」を設立し，王同族の祭祀の再建をはかろうとしている。その一環として，
各祭祀公業の管理委員の多くはすでに死亡しているので，新たに管理委員を15
名選出し，県政府に申請している。祭祀費等に，墓参り・祭祀に約9,000元，
共有地に対する税金約15,000元，平鎮宗祠・南嵌宗祠の世話人に線香代として
各12,000元，計 5万元位が毎年かかり，それに対し，克師の公業地から約 1万
元，仕甲の公業地から約 6,000元の収入があり，これに寄付金を加え，不足分
は基金から補っている。
以上が同族組織の実態である。各族とも雛正・乾隆年間に渡台しており，新
屋・観音•平鎮への入植は乾隆年間以降である。しかも各族に共通している点
は，第2図から第 8図を見てわかるごとく渡台・ 開拓が一族郎党を引き連れた
同族集団として行なわれているのではなく，単婚家族あるいは兄弟という少人
数で行なわれていることである。ということは入植当初から同族結合が強固に
存在したのではなく，開墾地を拡大し，水利灌漑施設を設け，その結果農業生
57)同上害， pp.72~73。
51 
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産力を高め，また，同族構成員数も増加することによって，漸く族的結合が可
能となったということである。ただ，この地方の住民の多くは福建人とは異な
る文化や習慣・言語を持つ客家人で，開拓時の厳しい環境の中で出身地を同じ
くする客家人同士が相互に協力して団結しなければならなかったと同時に，同
族結合が早急に形成されねばならなかった事情はあった。また，これらの同族
の多くは同族組織の経済基盤である族田を所有しており，日本統治期の管理の
不明朗や光復後の土地改革により族田を喪失しているが58), 祖先祭祀は現在に
至っても継続している。特に，光復前後に祖先の墓を 1カ所に統一し，納骨す
るべく佳城が建立され，現在でも清明節には佳城に派下員が結集し，祭祀を行
なっている点は注目に値する。
V 結語
すでに各節において結論めいたことを述べてきたが，最後に整理してみる。
単身あるいは小家族で渡台した移民漢人は，言語や習俗の共通する同郷出身
者の開拓地である本調査諸村落に入植し，乾隆初期からその地を開墾し衆落を
形成していった。村民達は当然のごとく土地の神として土地公を祀り，一年間
の平安を祈りつつ，協力して水利開発等を行なった。開発における利害対立は
械闘となり，その械闘は移民達が帰属する集団間の械闘，すなわち分籍械闘と
なって現われ，乾隆末年から同治初期まで続き，広東人の結合を強固にした。
その一例として，械闘によって戦死した者を祀る，広東人の精神的支柱として
の萬善祠（義民廟）が到る所に創建され， その地域の広東人によって祭祀が行な
われているのが見られる。同治年間以降，械闘も漸く収まり，村落の安定期
に入る。広東人と福建人の地域的住み分けも終わり，同郷者達による地域的結
58)前掲拙稿「台湾における祭祀公業の意義とその変容ー中部台湾の同族組織の調査事
例より＿」において，族田としての祭祀公業地の変容について考察しているので，
参照されたい。
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合の象徴である寺廟の創建が開始される。この寺廟組織は村落レベルのものは
少なく，・数力村あるいは10数力村に跨るもので，その祭祀範囲が広い。すなわ
ち，この地方の「同郷」原理が村落レベルには不充分にしか展開せず，広い範
囲に留まっている。というのは，乾隆年間に移民した各族は，この頃までには
すでに村落レベルにおいて族的発展を成し遂げ・,ー大勢力となっており，村落
レベルにおける同郷結合を必要としなくなったからである。すなわち，村落レ
ベルにおいては「同族」原理が，数力村ないしは10数力村の地域レベルにおい
ては「同郷」原理が，社会構成原理として機能している。特に， 「同郷」原理
は客家人であることのアイデンティティが現在に至るも強く機能している。一
方，同族組織の経済基盤の弱体化，それに伴った同族結合の弱体化は，村落レ
ベルにおける「同族」原理から「同郷」原理への組み換えを行なわせ，それが
近年の土地公廟の重建となって現われている。
漢人の移民・開墾・定住• 発展が厳しい生活環境の中で行なわれ，彼らの生
活の再生産は何らかの帰属すべき社会集団が存在して，初めて保証せられた。
その社会集団は常に中国人に内在する「同族」「同郷」 という二原理によって
形成されており，ただ，中国人がどの原理に基づいて集団を形成するかは当該
社会の歴史的・社会的あるいは経済的諸条件により異なる。本調査地域におい
ては，比較的早期に同族組織が形成され，それゆえ地域組織である寺廟組織が
村落レベルにおいて不充分にしか発展せず，超村落レベルにおいて客家人であ
ることのアイデンティティをもって強固に発展して来たことを，一つの特徴と
していると言える。
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